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の結果、この墓表は r ri可西園首碑形墓表J に属するものであり、高昌墓埠とは直接には繋がらないことを明確にして
いる。
次に、これまで年代が確定されていなかった、紀年の無いトワルファン出土の墓埠三件を検討し、これらが五涼政
権時代のトウルファン(高畠郡)で作成された墓埠であり、これこそが高昌墓埠の原型となったことを明らかにした。
現時点では、この五涼政権時代に作成された無紀年墓埼の来源を、中国内地の墓誌に求め得るかどうかは確定できな
いが、この無紀年墓埠さらに高昌墓埠が、墓室ではなく地面近くの墓道に置かれるという、この特異な埋納方法は、
トワルファン特有のものではなく、中国内地の墓誌にその来源を求めることができると指摘する。
以上より、高昌墓埠は、 トウルファン特有の性格を有し得るものの、基本的には同時代の中国内地の墓誌にその淵
源を求めることができる、と結論する。
論文審査の結果の要旨
高昌墓埠の研究は、 1930 年代にトウルファンの古墳群が発掘されて以来、豊富に蓄積されてきたが、それらは基
本的にトクルファンの政治体制や社会に対する分析のみに駆使され、高島墓埼と中圏内地の墓誌との関係については、
これまで見過ごされてきたと言って良い。本論文は、この空白部分を埋めるものであり、この研究によってはじめて、
高昌墓埠と中国内地の墓誌とをトータルに捉えてゆく手掛かりが得られたと評価できょう。
また研究方法においても、これまで、の高昌墓増や貌晋南北朝時代の墓誌に対する研究は、主に文字面に重点を置い
て検討してきた。本論文の大きな特徴は、こうした従来の研究手法に対して、高昌墓埠や貌晋南北朝時代の墓誌の形
態面に着目して分析を加えたところにある。高昌墓埼や中国内地墓誌の研究に対する新たなアプローチとして注目さ
れ、文字面の検討だけでは明らかにし得ない知見が盛り込まれている。とくに、碑形の墓誌を中心とする華北で、五
胡十六国時代において、河西地域に「墓表」を自称する「圏首碑形J の墓誌が出現したこと、また北貌では、この「河
'西国首碑形墓表j を継承するものの、正方形を中心とする南朝の墓誌がそれに替わり、後の惰唐以降の墓誌の原型が
完成した、という見解は、今後の墓誌研究に大きな一石を投ずるものとなろう。
さらに、こうした考古学的な方法を取る研究の前提として、現段階で得られるすべての考古発掘調査報告に詳細に
目を通し、高昌墓埠および中国内地墓誌の形態面に関わる詳細な情報を、文字面とともに整理しておく必要があるが、
本論文に添えられた「資料篇」は、それが着実に行われていたことを示している。この点も、高く評価できる点であ
る。
このように本論文は、従来の墓誌研究を深化させた論文として評価できるが、なお今後、検討を要する課題も少な
くない。まず、詳細に分析している中国内地墓誌に対する検討に比して、高昌墓培に関する検討がやや手薄になって
しまい、高昌墓埼自体の成立過程が鮮明に描き切れなかった部分が認められる。
次に、高昌墓埠や中国内地墓誌の形態面に対する分析に集中するあまり、それらの時代的な推移については明確に
したものの、そうした変遷がどのような政治的・経済的・社会的な背景のもとに生起しているのか、歴史研究として
基本的な追究が不十分となった部分があった。とくに、地上の墓碑を指す「墓表」という語が、何故に地下の墓室内
に置かれた墓誌に名づけられたのかは、墓誌に関わる根本的な問題でもあるので、今後、さらに分析を深めてゆく必
要がある。
以上にあげたように、今後に残された課題も少なくなく、また本論文の論証のあり方にも、なお改善すべき点は認
められるが、本論文は従来の高畠墓埼および中国内地墓誌の研究を大きく進展させた意欲的な業績である。本審査委
員会は、本論文が博士(文学)の学位にふさわしいものと認定する。
-8-
